
令和８年度 尼崎市総合交通計画 進捗管理シート

【令和７年度の取組状況】

令和８（2026）年９月７日（月）
尼崎市交通政策分科会

資料第１号



基本目標１　交通と連携した魅力を伸ばすまちづくりの推進

基本目標２　誰もが安全・安心・快適に移動できる環境の創出

基本目標３　利便性が高い交通環境の構築

2 自転車のまちづくりの推進

a) 自転車の共有を促す仕組みづくり

b) 放置自転車対策

c) 駐輪場の維持・更新

d) 道路の安全対策（再掲）

3 災害に強い都市活動を支える
　交通基盤整備

a) 道路インフラ等の維持管理・更新・耐震化

b) 交通施設の維持管理・安全対策

c) 交通結節点の再構築

4 市域の交通円滑化・環境改善

a) モビリティ・マネジメントの推進（再掲）

b) シェアリングの普及（再掲）

c) 主要渋滞箇所への対応

c) エコカー普及促進

d) 駅舎等の環境負荷低減（脱炭素化）

e) 交通安全の啓発（再掲）

1 持続可能な公共交通の構築

a) バス路線の維持・見直し・再編

b) 新たな交通サービスの検討

c) 公共交通維持のための体制づくり

d) わかりやすい交通情報の案内（再掲）

e) 公共交通を利用するきっかけづくり

４ 交通ルールを守り、安全・安心に
　移動できる社会の実現

a) 交通指導・取り締まり

b) 道路の安全対策（再掲）

c) 交通安全の啓発

3 環境に配慮した交通への転換

a) モビリティ・マネジメントの推進

b) シェアリングの普及

２ すべての人にやさしい公共交通の
構築

a) 移動支援の推進

b) 安全・快適なバス待ち環境の改善

c) わかりやすい交通情報の案内

d) 交通従事者の意識啓発

３ 臨海部での交通と観光の連携

a) 自転車による臨海部の周遊促進

b) 大阪・関西万博との連携

c) 臨海部の新たな観光施策の検討

１ 安全・安心・快適に移動できる
　交通インフラの整備

a) 道路の安全対策

b) 駅・踏切の安全対策

c) 駅周辺のバリアフリー化

施策 事業
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施策 事業

施策 事業

１ 鉄道駅周辺の特色を活かした
　まちづくりの推進

a) 居心地良く歩きたくなる駅前空間の創出

b) 駅前空間の利活用促進

c) 鉄道駅の利便性向上

d) 良好な住環境と利便性を両立したまちづくり

２ 交通によるおでかけの促進

a) 公共交通・シェアサイクルの活用促進

b) 超小型モビリティの活用検討

c) おでかけの促進に向けた情報発信

暮らしやすさと働きやすさが調和し、

人が“つどう”まち

総合交通計画

の目指す姿
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評価指標

評価指標

評価指標

鉄道駅周辺の滞在人口 ↗ R4 2.1 万人 2.5 2.3

項目 基準値 目標
実績値

方向 （R5） R6 R7

2.6 2.7

R8 R9 R10

居住誘導区域内における人口密度 ↗ R2 125.1 人/ha 119.5 ー ー 集計中

52.6 50.3 52.2
地域ならではの特色やにぎわいがある
と感じている市民の割合

↗ R4 53.4 ％ 62

ー ー ー

市内の観光入込客数 ↗ R4 241.6 万人 300

「ルール、マナーの面で以前よりも住みやすい
まちになった」と感じている市民の割合 ↗ R4 62.2 ％ 76 65.6

項目 基準値 目標
実績値

方向 （R5） R6 R7

272.7 289.1 328.6

65.7 69.5

R8 R9 R10

自転車関連事故認知件数 ↘ R4 485 件 404 494 461 434

360.0
(R6速報値)

360.0 集計中運輸部門の二酸化炭素排出量 ↘ H25 408 kt-CO2 250

公共交通及び移動支援サービスへの
公的資金投入額

ー R4 8.1 億円 9.3

一人一日あたりの公共交通の利用回数 ↗ R4 0.60 回/人 0.70 0.63

項目 基準値 目標
実績値

方向 （R5） R6 R7

8.5 8.6 9.0

駅 13

0.64 0.65

R8 R9 R10

「都市基盤が整い利便性と安全性が確保
されている」と感じている市民の割合

↗ R4 84.0 ％ 90.0 86.2 85.7 84.5

4 4 7
駅前にシェアサイクルポートが設置さ
れている駅数

↗ R4 4

※R4、R5は「居住する地域には自慢できる特長がある」と感じている市民の割合

※ ※

※
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